
（別添資料１）

事業所名 ことのは療育 作成日 R7 年 1 月 31 日

法人（事業所）理念 ～「できた」を自信に～
自分らしく表現すること、気持ちを伝えてつながること、自分を好きでいることを大切に たくさんの可能性を伸ばしていけるよう発達支援を行います

支援方針

①　発達に応じた支援 子ども一人ひとりの発達に合わせて、現在の困りごとを解決できるよう働きかけます。
　　そ れぞれに合った自立や社会参加を目指して支援します。
②　「遊び」を通じた支援 楽しさや面白さを大切にした「遊び」を通じて、喜びを感じながら自分でできることを増やします。
③　自己肯定感の向上 「できた」と感じる経験を積み重ねることで、自身と意欲を育み、自己肯定感を高めます。
④　気持ちを表現する支援 やりとりや関わりを通じて、子どもが自分の気持ちを表現する心地よさを感じ、理解力や 言葉の語彙を増やしていきます。
⑤　家庭や関係機関との連携 子どもや保護者に寄り添い、家庭や保育園・幼稚園などの関係機関と連携し、途切れのな い支援を提供します。

営業時間 ９ 時 ３０ 分か
ら １８ 時 ３０ 分ま

で 送迎実施の有無 なし

支　援　内　容

本
人
支
援

健康・生活

・安心して過ごせるよう落ち着いた環境の提供
・健康な生活の基本となる姿勢保持等の支援
・身支度や手洗い等生活に必要な基本的技能を獲得できるよう支援　　など

運動・感覚

・視覚、聴覚、触覚等の感覚を十分に活用できるよう、プログラムを工夫した支援
・バランス遊びや体幹を使う活動を取り入れ、運動機能が向上するように支援
・身につけておきたい36の基本動作を参考にした運動遊びの提供
・感覚や認知の特性（感覚の過敏や鈍麻）を踏まえ、感覚の偏りに対する環境調整等の支援
・興味のあることを模索し、楽しく遊べるよう支援　　など

認知・行動

・視覚、聴覚、触覚等の感覚を十分活用し、必要な情報を収集して認知機能の発達を促す支援
・本人の気持ちをくみとりながら、様々な遊びの提供
・結果だけではなくプロセスを楽しめるような環境づくり
・数量、形の大きさ、重さ、色の違い等の習得のための支援
・物の形、色、音が変化する様子、空間・時間等の概念の形成を図り、認知や行動の手掛かりとして活用できるよう支援　　など

言語
コミュニケーション

・言葉を引き出すような遊びをとおし、気持ちを代弁する
・遊びを通してコミュニケーションを取り、他者との関りを持てるような支援
・話し言葉や文字・記号等を用いて、相手の意図を理解したり、自分の考えを伝えたりするなど、言語を受容し表出する支援
・指差し、身振り、サイン、音声、文字、触覚、表現等による多様なコミュニケーション手段を活用し、環境の理解と意思の伝達ができるよう支援　など

支援プログラム（参考様式）



人間関係
社会性

・活動の順番や回数、時間を一緒に決めてから取り組むことで見通しを持てるよう支援
・遊び等を通じて人の動きを模倣するなどにより、社会性や対人関係の芽生えを支援
・感覚機能を使った遊びや運動機能を働かせる遊びから、見立て遊びやつもり遊び、ごっこ遊び等の象徴遊び、大人が介入して行う連合的な遊び、役割分担や
ルールを守って遊ぶ協同遊びを通して、徐々に社会性の発達を支援
・自分の好きな事、苦手な事など、自分の行動の特徴を理解するとともに、気持ちや情動の調整ができるように支援　など

家族支援
保護者に支援場面の観察や参加などの機会を提供し、子どもの特性
や特性を踏まえた関わり方などに関する相談援助等の支援を行う
（子育てサポート）

移行支援
就学支援シートへの記載や子育てサポートを活用して就学に向
けた相談援助等の支援を行う

地域支援・地域連携
保育園や幼稚園などの関係機関との連携や、近隣の小学校（入学を
希望している小学校）の学校公開を利用した学校見学などを行い、
可能な限り療育以外での支援体制も構築している

職員の質の向上
事業所内の研修や他施設との意見交換などを行い、療育に関わ
らず幅広く子どもに関する知識を身に付けている

主な行事等
〇季節に合わせた製作活動
〇避難訓練の実施（訓練実施日に通所しているお子さまのみ対象）


